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平
成
30
年
度
予
算
可
決

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
改
正
に

対
す
る
附
帯
決
議
を
可
決
　
　

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

　
（
新
）
山
本　

直
久

※
横
田
隼
人
議
員
が
１
月
31
日
付
け

で
同
組
合
議
会
議
員
を
辞
職
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
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３
月
定
例
会

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

　
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
22

日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
30
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
ま
ず
、
中
讃
広
域
行
政
事

務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
行

い
、
山
本
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
平
成
29
年
度
関
係
18
議
案
を

議
題
と
し
、
委
員
会
付
託
を
省
略

し
、
１
名
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
名
か
ら
議
案
第
12
号
、
第
13
号

に
反
対
、
１
名
か
ら
議
案
第
17
号
に

反
対
の
討
論
が
あ
り
、
３
議
案
を
分

離
し
て
起
立
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。
残
る
15
議
案
は
一
括
採

決
に
よ
り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
総
額
４
３
５
億
円
の
一
般

会
計
予
算
な
ど
平
成
30
年
度
関
係
28

議
案
が
提
案
さ
れ
、
市
政
方
針
の
表

明
と
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
予
算
を
集
中
的
に
審

査
す
る
た
め
、
予
算
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
26
日
は
、
志
政
会
・
市
民
ク
ラ

ブ
・
市
民
の
声
・
公
明
党
の
各
会
派

代
表
が
、
市
政
方
針
と
新
年
度
予
算

に
つ
い
て
代
表
質
問
に
立
ち
、
28
日

か
ら
３
月
２
日
ま
で
は
、
新
年
度
予

算
や
市
政
方
針
に
つ
い
て
、
11
名
が

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
終
了
後
、
30
年
度
関
係

議
案
は
常
任
委
員
会
と
予
算
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
６
日
に
総

務
と
生
活
環
境
、
７
日
に
教
育
民
生

と
都
市
経
済
委
員
会
、
８
日
、
９

日
、
12
〜
14
日
に
予
算
決
算
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
細
部
に
わ
た
っ
て

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
23
日
の
最
終
日
は
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
、
各
委
員
長
か
ら
い
ず
れ
も
原
案

承
認
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
19
号
、
第
26
号
、
第
28
号

〜
第
32
号
ま
で
及
び
第
39
号
の
８
議

案
に
つ
い
て
１
名
か
ら
反
対
討
論
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
起
立
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、
議
案
第

19
号
に
対
す
る
附
帯
決
議
、
議
案
第

33
号
に
対
す
る
附
帯
決
議
の
２
件
の

決
議
案
に
つ
い
て
、
議
事
日
程
に
追

加
し
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
名
か
ら
決
議
案
に
反
対
す
る
討

論
が
あ
り
、
起
立
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
決
議
案
２
案
は
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
提
出
議
案
第
１
号

を
可
決
し
、
最
後
に
市
長
が
年
度
末

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
今
期
定
例
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
三
宅　

真
弓　

○
内
田　

俊
英

　

武
田　

孝
三　
　

竹
田　

英
司

　

東　
　

由
美　
　

中
谷
真
裕
美

　

神
田　

泰
孝　
　

岡
田　
　

剛

　

大
西　
　

浩　
　

香
川　
　

勝

　

川
田　

匡
文　
　

真
鍋　

順
穗

　

多
田　

光
廣　
　

横
田　

隼
人

　

小
橋　

清
信　
　

横
川　

重
行

　

松
浦　

正
武　
　

加
藤　

正
員

　

山
本　

直
久　
　

大
前　

誠
治

　

福
部　

正
人　
　

水
本　

徹
雄

　

国
方　

功
夫

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、
23
名
の
議
員
を
特
別
委
員
に

選
び
、
５
日
間
に
わ
た
り
審
査
し

ま
し
た
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
特
別
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

新
年
度
予
算
を
集
中
審
議

市政方針を表明する市長



質
疑
・
討
論

討
論

本会議インターネット中継！本会議インターネット中継！本会議インターネット中継！
市議会本会議の生中継と録画配信をしています。
中讃ケーブルテレビの放送もハイビジョン化！
さらに見やすく、いつでも見られる市議会を目指します。

クリック
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質
疑
質
疑
質
疑質

問
者
・
項
目

太
字
の
項
目
は
要
約
文
を
掲
載

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
関
連
）
②
介
護
給
付
費

準
備
基
金
条
例
の
一
部
改
正
③
水

道
事
業
廃
止
関
係
議
案

中
谷
真
裕
美

29
年
度
議
案
に
対
す
る

Ｑ
水
道
事
業

市
と
し
て
の
責
任
は

　

中
谷
議
員　

市
長
は
こ
れ
ま
で
広

域
水
道
と
な
っ
た
場
合
に
不
安
視
さ

れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
丸
亀
市
の
現

計
画
ど
お
り
に
水
道
管
の
耐
震
化
を

進
め
る
、
廃
止
予
定
の
自
己
水
源
も

予
備
水
源
と
し
て
維
持
す
る
と
説
明

し
て
き
た
。
必
ず
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
議
案
が
可
決
さ
れ
市
に
水

道
事
業
が
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て

も
、
行
政
と
し
て
市
民
に
対
す
る
責

任
を
持
て
る
の
か
。

　

水
道
部
長　

広
域
水
道
企
業
団
の

運
営
は
、
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員

が
引
き
続
き
携
わ
る
上
、
構
成
団
体

の
首
長
で
構
成
さ
れ
る
運
営
協
議

Ａ

会
、
本
市
市
議
会
か
ら
も
選
任
し
て

い
る
企
業
団
議
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
計
画
ど
お
り

の
水
道
管
耐
震
化
や
自
己
水
源
の
維

持
に
つ
い
て
は
特
段
の
支
障
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
水
道
事
業
は
広
域

水
道
企
業
団
が
引
き
継
ぐ
が
、
本
市

が
全
く
関
与
し
な
い
仕
組
み
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

《
反
対
討
論
》　

中
谷
真
裕
美

議
案
第
12
号　

水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

議
案
第
13
号　

水
道
事
業
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

理
由

 

水
道
事
業
は
基
礎
自
治
体
で
あ
る

市
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
広
域
化
に

よ
る
事
業
廃
止
に
反
対
す
る
。

《
反
対
討
論
》　

水
本　

徹
雄

議
案
第
17
号　

損
害
賠
償
の
額
の
決

定
議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。

理
由

　

職
員
の
ミ
ス
に
よ
っ
て
発
生
し
た

損
害
を
、
市
民
の
税
金
で
全
額
弁
償

す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

　
　
　

《
反
対
討
論
》　

中
谷
真
裕
美

議
案
第
19
号　

一
般
会
計
予
算
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
、
人
権
問

題
推
進
活
動
費
、
図
書
館
窓
口
・
給

食
調
理
・
ご
み
収
集
業
務
の
委
託
、

広
域
水
道
企
業
団
職
員
管
理
費
）

議
案
第
26
号　

介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

議
案
第
28
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
会
計
予
算

議
案
第
29
号　

市
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
30
号　

議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
31
号　

政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
32
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
管
理
者
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
39
号　

介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

決
議
案
第
１
号　

議
案
第
19
号
に
対

す
る
附
帯
決
議

決
議
案
第
２
号　

議
案
第
33
号
に
対

す
る
附
帯
決
議

◎
30
年
度
関
係
議
案

◎
29
年
度
関
係
議
案



志
　
政
　
会

小
橋
清
信

小
橋
清
信

市
民
ク
ラ
ブ

加
藤
正
員

加
藤
正
員

代
　
表
　
質
　
問
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新
庁
舎
や
新
市
民
会
館
な
ど
多

額
の
財
源
を
要
す
る
施
設
整
備

に
、
財
政
面
で
不
安
の
声
も
聞
か

れ
る
。
本
市
財
政
の
現
況
と
今
後

の
見
通
し
、
健
全
財
政
の
確
保
に

向
け
た
具
体
的
方
策
の
説
明
を
。

　
市
長　

平
成
30
年
度
予
算
は
、

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増

加
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
か
ら
規
模
の
増
加
は
避
け
ら
れ

ず
、
過
去
最
大
の
予
算
と
な
っ

た
。
今
後
、
平
成
33
年
度
ま
で
に

約
95
億
円
の
財
源
不
足
を
見
込
ん

で
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
た

基
金
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活

用
に
よ
り
、
財
源
不
足
に
対
応
し

な
が
ら
健
全
財
政
を
堅
持
し
た
い
。

　

 

新
年
度
予
算
編
成
時
に
、
事
業

棚
卸
し
を
通
じ
て
既
存
事
業
を
検

証
し
、
変
化
を
恐
れ
ず
再
構
築
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、内
容
は
。

　
総
務
部
長　

民
間
企
業
が
行
う

棚
卸
し
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
事

業
棚
卸
し
を
行
い
、
全
５
１
１
事

業
の
市
民
ニ
ー
ズ
や
成
果
を
検
証

し
た
。
結
果
、
20
事
業
の
廃
止
な

ど
計
99
事
業
を
見
直
す
こ
と
と

し
、
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
額
は

約
２
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

 

本
市
の
子
育
て
支
援
策
を
定
め

る
こ
ど
も
未
来
計
画
で
は
、
31
年

度
に
は
３
歳
未
満
児
で
の
待
機
児

童
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
保

育
士
の
配
置
基
準
是
正
や
保
育
所

の
統
廃
合
を
進
め
、
待
機
児
童
を

解
消
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長　
０
歳
児
保

育
の
受
け
入
れ
拡
大
を
図
り
な
が

ら
、
33
年
度
に
は
待
機
児
度
解
消

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
そ
の
た

め
に
は
保
育
士
の
確
保
が
不
可
欠

で
あ
り
、
補
助
金
交
付
に
よ
る
私

立
園
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
行

う
。
保
育
所
の
統
廃
合
は
、
保
育

ニ
ー
ズ
や
就
学
前
児
童
数
の
推
移

を
注
視
し
、
分
析
を
行
い
な
が
ら

検
討
す
る
。

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

　

 

一
時
預
か
り
事
業
の
拡
充
、
飯

山
・
綾
歌
地
区
で
の
病
児
病
後
児

保
育
事
業
の
実
施
は
保
護
者
か
ら

の
要
望
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
に

す
る
考
え
か
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長　

現
在
、
一

時
預
か
り
事
業
は
保
育
所
７
か
所

で
実
施
し
て
お
り
、
31
年
度
か
ら

新
た
に
飯
山
町
で
１
か
所
開
設
を

予
定
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
利

用
者
が
多
く
満
員
で
利
用
で
き
な

い
日
も
あ
る
の
で
、
保
育
士
の
確

保
状
況
な
ど
勘
案
し
な
が
ら
引
き

続
き
拡
充
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
新
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
６
か

所
、
こ
ど
も
園
２
か
所
で
も
午
後

２
時
か
ら
４
時
ま
で
の
間
、
一
時

預
か
り
を
実
施
す
る
。

　
 

策
定
中
の
立
地
適
正
化
計
画
に

お
い
て
、
中
心
拠
点
と
な
る
大
手

町
４
街
区
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
都
市
整
備
部
長　

公
共
事
業
と

し
て
大
手
町
４
街
区
の
再
編
整
備

を
進
め
、
行
政
機
能
の
集
約
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
交
流
や
に

ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
公
共
空
間
の

整
備
を
行
い
、
民
間
活
力
を
誘
導

し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
な
か
の

再
生
を
目
指
し
た
い
。

　

 

綾
歌
三
山
の
一
つ
、
城
山
に
は

中
世
の
山
城
跡
が
あ
り
、
文
化
的

価
値
が
高
い
。
国
の
史
跡
の
指
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
考
え

は
。
ま
た
、
綾
歌
三
山
の
中
に
あ

り
、
多
目
的
研
修
棟
や
キ
ャ
ン
プ

場
を
擁
す
る
綾
歌
森
林
公
園
の
総

合
的
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る
考

え
は
。

　
教
育
部
長　

城
山
に
あ
る
西
長

尾
城
跡
は
、
中
世
城
館
跡
と
し
て

重
要
な
遺
跡
で
は
あ
る
が
、
範
囲

が
広
く
指
定
に
は
様
々
な
課
題
も

あ
る
の
で
、
県
や
文
化
庁
と
も
協

議
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
都
市
整
備
部
長　

綾
歌
森
林
公

園
の
総
合
的
な
施
設
の
整
備
計
画

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ａ ＱＡ Ｑ

ＡＡ Ｑ

健
全
財
政
確
保
の
方
策

事
業
棚
卸
し
の
内
容

表 質 問 会派を代表する議員が、市長の市政方針、新年度予算
その他市政全般に関することについて質問を行います。

待
機
児
童
解
消

子
育
て
支
援
の
充
実

大
手
町
４
街
区
の
整
備

綾
歌
三
山
を
生
か
す
施
策
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